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　本書は，経営学という言葉さえも聞いたことがない初学者の皆さ
んに向けて書かれた入門書です。耳慣れない学問分野をより身近に
考える機会として設けられるゼミナールや勉強会，そして経営学の
基礎を学ぶ導入講義科目における基本テキスト（あるいは副読本）と
して使っていただくことを想定しています。もっとも若い学生のみ
ならず，経営学を学んでみたい，経営の基本的な考え方を学び直し
てみたい，というあらゆる世代の多様な職業に就く社会人の皆さん
にも広く読んでいただきたい本です。
　世の中には，数多くの経営学の本，そして初学者向けの入門書と
銘打った本が溢れています。本書もまた，経営学ではレッドオーシ
ャンと呼ばれる競争の激しい世界に参入を試みる本です。あえて激
しい市場競争に後発者として参入するからには，他者との違いを明
確にする必要があります。いわゆる経営学で重視される「差別性」
です。
　本書は，他の一般的な経営学の本と大きく異なる差別性を，本書
のユニークな構成に求めています。その構成とは，経営学の基本的
な役割や機能を，世の中に存在する課題発見とその解決に注目して
説明している，という点です。
　一般的な教科書では，協働という現象や会社組織という制度につ
いては触れられていますが，なぜ人は他者と協働し，企業という制
度が誕生するかについてはまったく説明がありません。他者と人が
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協働するのは，自分ひとりでは解決できない社会の課題を解決する
ためであり，それを会社組織として解決を試みるのは，社会的課題
を営利事業として持続可能な事業課題として取り組むためにありま
す。
　そのような本書の立場は，経営学をすでにどこかで学ばれたこと
がある方から見れば馴染みがないという点で最初は違和感を感じる
かもしれません。しかし，社会の課題を見つけ，課題解決の方法を
模索し，協働を通じて社会課題を営利課題に転換して解決を試みる
ことが経営の基本機能と捉える見方は，現実世界を自然に切り取っ
て，さらにそれに説明を加えるという点でも，身の周りの課題を具
体的に解決していく際にも，重要な視点だと我々は考えています。
　これは言い換えれば，社会は不完全で十分ではないゆえに，さま
ざまな形で「ヤスクする」余地が残されている，という見方です。
働きヤスクする社会には何が必要でしょうか。売りヤスクする社会
には何が必要でしょうか。あるいは作りヤスクするためには何をす
べきでしょうか。
　このように経営学を身につけることは，共通の目的の下にあらゆ
る人が集い，解決すべき課題に協働で取り組む時に直面する難題を
解決するための知恵袋や考える武器，解決につながる道具となるは
ずです。その意味で，経営学はきわめて実利的で，実践的な学問分
野のひとつと言えるでしょう。
　料理の世界にたとえれば，あなたがシェフで，あなた自身やあな
たの組織が直面している経営上の悩みや課題が食材で，本書はシェ
フが時として参照する料理本にあたります。初学者は新米シェフの
ように最初は書かれた通りにしか料理を作れないものの，自身の経
験を通じて基本から離れたより創造的でおいしい料理が作れるよう
になります。しかし，そのような経験豊富なシェフでも，時として
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基本に立ち返る必要が出てくるでしょう。本書は，そのような時に
新たな道しるべとなる入門書としても書かれています。そのため，
本書はきわめて一般的な事象を可能な限り基本に忠実に，原理原則
に基づいてかみ砕いて表現・記述することに配慮しました。
　また，このような視点からユニークな構成をとりつつも，経営学
における特定の領域にフォーカスするのではなく，さまざまな領域
を網羅的に取り上げ，入門書として経営学という学問分野を鳥瞰で
きるようにしています。加えて，各章の導入にあるクイズや本編中
の事例も，可能な限り読者の皆さんの現代的な関心に沿いつつ，他
方で時代を超えて通用するような興味深いモノやコトを選択するこ
とに腐心しました。
　本書は，互いに異なる職場に勤務する，研究の関心や手法も大き
く異なる 3名の研究者によってその執筆が進められました。それ
は，章ごとの機械的な分業ではなく，アイデアの出発にまで遡れば，
おおよそ 7年にわたる議論の結果として誕生したユニークな構成
から成り立っています。どんな企業も創業から企業成長プロセスが
始まるはずなのに，多くの教科書の冒頭では，創業プロセスが全く
触れられず，後半部分で補足的に新規事業の立ち上げの問題と共に
議論されることが一般的であることに違和感を感じるところから本
書の企画が始まりました。経営学はすでに世の中に存在する既存の
事業と企業の「操業者のための経営学」であるだけでなく，新たな
事業と企業を世の中に生み出す「創業者のための経営学」でもある
べきなのです。
　もっとも，経営学に初めて触れる方には，そんな舞台裏の話は蛇
足かもしれません。違和感を感じず，自然と経営学の役割を理解す
る導入となっていると読者の皆さんが感じるのであれば，本書の試
みは部分的にでも成功していることとなるはずです。
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　本書の執筆においては，有斐閣書籍編集第二部藤田裕子さんに大
変お世話になりました。この場を借りて御礼を申し上げます。彼女
の，背後からさりげなく配慮いただく支援なくしては，我々の時と
して縦横無尽な無計画な議論は本書として結実しなかったはずです。
　また，本書の装丁には，やまなみ工房所属の西橋直樹さんの「カ
メ（Turtle）」という作品を利用させていただきました。快くご承諾
くださった西橋さんと山下完和施設長に御礼を申し上げます。進行
方向の逆方向を向きつつも，子カメは親カメに乗って満面の笑みを
たたえています。行きつ戻りつ一歩一歩着実に，しかも楽しく学ん
で欲しいという我々の思いをまさに形にしている作品です。
　我々は，必ずしも明るい方向には進んでいるとは言い切れない混
迷の時代に生きています。どんな時代も新しい時代を切り開くのは，
若者であることには間違いありません。肉体的にだけでなく，精神
的にも新たな気持ちで経営学を学ぶ，学び直してみたいと思う「あ
らゆる世代の」若者にとって，本書が少しでも新たな発見と挑戦の
機会となれば，我々にとって望外の喜びです。

2025年 1月

軽部大・古瀬公博・内田大輔
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